
　

本
市
で
は
、
平
成
28
年
３
月
に

「
下
田
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
」
の
改
訂
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
白
浜
地
域
、
稲
梓
地

域
の
地
域
別
構
想
に
つ
い
て
お
伝

え
し
ま
す
。

～
地
域
の
将
来
像
～

「
白
い
砂
浜
や
豊
富
な
緑
に
親
し

み
、
心
豊
か
に
過
ご
す
こ
と
が
で

き
る
白
浜
」

地
域
づ
く
り
の
基
本
方
針

①
土
地
利
用
と
交
通

　

暮
ら
し
と
融
合
す
る
リ
ゾ
ー
ト

　

の
基
礎
を
つ
く
る

②
安
全
と
都
市
施
設

　

安
全
面
の
向
上
と
訪
れ
た
く
な

　

る
機
能
を
つ
く
る

③
自
然
、
歴
史
、
文
化
、
賑
わ
い

　

リ
ピ
ー
ト
し
た
く
な
る
魅
力
を

　

つ
く
る

○
地
域
別
構
想
（
白
浜
地
域
）
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　　　 整備方針
◎早期実行プロジェクト
●重点プロジェクト
 　　　取組施策
☆取組中、★取組完了

☆③沿道への花の植栽・管理（ア
　　ダプトプログラムの実施など）

◎②来訪者が快適に海辺で楽しむ
　　ための公共空間をつくる。

●②地震や津波、風水害に負けな
　　い地域をつくる
☆②海難事故を想定した救助訓練
　　等の実施

☆①伊豆縦貫自動車道の整備
●①道路の維持ならびに地区の交
　　通における安全性や快適性の
　　確保を図る。

●③きれいな海や山並みなどの美しい自然
　　景観に配慮した看板等の色彩管理に取
　　り組む。
●③地域が誇る白浜地域の美しい景観を多
　　くの人に見てもらうために、ビューポ
　　イントを PR する。

◎③地域の食文化を楽しむことができる地
　　域づくりを行う。
◎③夏期以外でも楽しめる、自然豊かな環
　　境を活かした、自然レクリエーション
　　をつくる。
☆③祭り等のイベントの開催
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～
地
域
の
将
来
像
～

「
里
山
を
活
か
し
た
、
人
の
集
い

と
人
の
ふ
れ
あ
い
の
稲
梓
」

地
域
づ
く
り
の
基
本
方
針

①
土
地
利
用
と
交
通

　

定
住
者
を
増
や
す
た
め
の
基
礎

　

を
つ
く
る

②
安
全
と
都
市
施
設

　

安
全
面
の
向
上
と
暮
ら
し
た
く

　

な
る
機
能
を
つ
く
る

③
自
然
、
歴
史
、
文
化
、
賑
わ
い

　

地
域
が
活
気
づ
く
魅
力
を
つ
く
る

　

今
月
号
で
地
域
別
構
想
の
紹
介

は
終
了
と
な
り
ま
す
。
下
田
・
本

郷
地
域
、
稲
生
沢
地
域
、
朝
日
地

域
で
は
地
域
別
構
想
を
実
現
し
て

い
く
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
実
践
会

議
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

会
議
で
は
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
地
域
の
皆
さ
ん
が
意
見
交
換
を

し
て
い
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

※

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
下
田

　

市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

　

本
編
及
び
概
要
版
を
閲
覧
す
る

　

こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ
先　

建
設
課
都
市
住
宅
係
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遊歩道 防災と地域発展のための区域

～稲梓地区～

　　　 整備方針
◎早期実行プロジェクト
◆都市マス実践業務
●重点プロジェクト
 　　　取組施策
☆取組中、★取組完了

●①伊豆縦貫自動車道の
　　整備状況に併せ、幹
　　線道路の整備を推進
　　する。

●③地場産品の販売所は、地域交流の場、地域の台所、地元の人
　　が作った農作物の販売所として大切にする。
◎①新たな就業環境の創造と空き家対策を図る。
◎③来訪者や市民が自由に農業を行うことができる場を提供する。
◎③農業を行いたい人（新規就農者）を支援する体制をつくる。
☆③地元産品の販売体制の確保
☆③沿道への花の植栽・管理（アダプトプログラム（里親制度）
　　の実施など）

◎③森林散策を楽しむことができ、森林に
　　入る機会をつくることで、森林保護も
　　行うことができるかたちをつくる。
●①山を適正に管理し、風倒木等を未然に
　　予防する。
☆③地場産業振興型観光施設等を拠点とし
　　た農業などの体験プログラムの実施・
　　充実

◆①（仮）下田北 I C や（仮）須原 I C 周辺は、
　　交通立地の優位性を活かし、災害時にも
　　連携できる企業や、地域の資源を活用し
　　てくれる企業の誘致、災害時にも活用で
　　きる広場の確保を行う。
　　（防災と地域発展のための区域）

都
市

計

画
って 大事だね！


